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１　事業の概況
　 （１）業務に関する事項
　　　イ　　走行キロ

　　　ロ　　輸送人員

(Ａ)－(Ｂ)

1,347

（令和３年９月３０日）

868 790

9 9

上 期 分 実 績

（Ｂ）
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1,640

2,749

1,3771,316

31

上 期 分 実 績

25

執 行 率 (％)

55.4

1,402

貸　切 (千Km)

781

差 引

56

50.0

52.4

計

３ 年 度 予 算

49.0

区　　分

52.4

乗　合 (千人)

計

(Ｂ)/(Ａ)（Ｂ）

1,658

859

18貸　切 (千人)

（Ａ）
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区　　分

2,693

３ 年 度 予 算

48.9

（Ａ）

乗　合 (千Km)
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２　経理の状況
　 （１）予算の執行状況
　　  イ　収益的収入及び支出
　　　  収　　入

３　年  度 上  期  分 執行率 差　 引
予算額(A) 執行額(B) (B)/(A) (A)－(B)

千円 千円 ％ 千円
自動車事業
収 益

871,649 290,959 33.4 580,690

営 業 収 益 426,265 233,585 54.8 192,680

旅 客 運 送
収 入 415,254 228,163 54.9 187,091

運 輸 雑 収 入 11,011 5,422 49.2 5,589

営業外収益 445,384 57,374 12.9 388,010

受 取 利 息
及 び 配 当 金 166 1 0.6 165

他 会 計
補 助 金 212,052 0 0.0 212,052

国・県補助金 110,514 30,000 27.1 80,514

長 期 前 受 金
戻 入 68,051 2,632 3.9 65,419

受 託 収 益 43,498 21,767 50.0 21,731

雑 収 入 11,103 2,974 26.8 8,129

収 入 計 871,649 290,959 33.4 580,690

（注）消費税及び地方消費税込

款 項 目
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　　　  支　　出
３　年  度 上  期  分 執行率 差　 引
予算額(A) 執行額(B) (B)/(A) (A)－(B)

千円 千円 ％ 千円
自動車事業
費 用

954,258 383,870 40.2 570,388

営 業 費 用 939,679 383,868 40.9 555,811

運 転 費 451,930 209,798 46.4 242,132

車 両 修 繕 費 69,484 26,112 37.6 43,372

そ の 他
修 繕 費 2,217 346 15.6 1,871

固 定 資 産
減 価 償 却 費 133,411 29,074 21.8 104,337

資 産 減 耗 費 250 2 0.8 248

施 設 保 険 料 83 77 92.8 6

施 設 使 用 料 335 166 49.6 169

自 動 車
重 量 税 2,311 1,112 48.1 1,199

運 輸 管 理 費 125,859 60,651 48.2 65,208

一 般 管 理 費 153,799 56,530 36.8 97,269

営業外費用 12,928 2 0.0 12,926

支 払 利 息 5 2 40.0 3

消 費 税 及 び
地 方 消 費 税 12,923 0 0.0 12,923

特 別 損 失 1,651 0 0.0 1,651

固 定 資 産
売 却 損 1,651 0 0.0 1,651

支 出 計 954,258 383,870 40.2 570,388

（注）消費税及び地方消費税込

款 項 目
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　　  ロ　資本的収入及び支出
　　　  収　　入

３　年  度 上  期  分 執行率 差　 引
予算額(A) 執行額(B) (B)/(A) (A)－(B)

千円 千円 ％ 千円

資本的収入 201,970 0 0.0 201,970

企 業 債 30,000 0 0.0 30,000

建 設 企 業 債 30,000 0 0.0 30,000

固 定 資 産
売 却 代 金

660 0 0.0 660

固 定 資 産
売 却 代 金 660 0 0.0 660

国 ・ 県
補 助 金

95,914 0 0.0 95,914

国・県補助金 95,914 0 0.0 95,914

工事負担金 5,278 0 0.0 5,278

工 事 負 担 金 5,278 0 0.0 5,278

他 会 計
補 助 金

70,118 0 0.0 70,118

他 会 計
補 助 金 70,118 0 0.0 70,118

収 入 計 201,970 0 0.0 201,970

（注）消費税及び地方消費税込

款 項 目
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　　　  支　　出
３　年  度 上  期  分 執行率 差　 引
予算額(A) 執行額(B) (B)/(A) (A)－(B)

千円 千円 ％ 千円

資本的支出 318,184 17,273 5.4 300,911

建設改良費 288,183 2,273 0.8 285,910

車 両 50,600 0 0.0 50,600

建 物 880 0 0.0 880

工 具 器 具
備 品 236,703 2,273 1.0 234,430

企 業 債
償 還 金

30,001 15,000 50.0 15,001

建 設 企 業 債
償 還 金 30,001 15,000 50.0 15,001

支 出 計 318,184 17,273 5.4 300,911

（注）消費税及び地方消費税込

款 項 目
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　（２）財務諸表
　　　イ　損益計算書（令和3年4月1日から令和3年9月30日まで）

科 目 金    額 構 成 比 科   目 金    額 構 成 比

千円 ％ 千円 ％

営 業 費 用 380,067 100.0 営 業 収 益 220,597 58.0

営 業 外 費 用 2 0.0 営 業 外 収 益 55,284 14.6

特 別 損 失 0 0.0 当 期 純 損 失 104,188 27.4

計 380,069 100.0 計 380,069 100.0

（注）消費税及び地方消費税抜

　　　ロ　貸借対照表（令和3年9月30日現在）　　　　　

科 目 金    額 構 成 比 科   目 金    額 構 成 比

千円 ％ 千円 ％

固 定 資 産 411,570 38.4 固 定 負 債 315,423 29.5

流 動 資 産 659,868 61.6 流 動 負 債 89,195 8.3

繰 延 収 益 60,041 5.6

資 本 金 733,206 68.4

剰 余 金 126,427△          11.8△  

計 1,071,438 100.0 計 1,071,438 100.0

（注）流動資産のうち、仮払消費税及び地方消費税　6,804千円

（注）流動負債のうち、仮受消費税及び地方消費税　15,078千円
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３ 令和２年度決算の状況 

令和２年度の交通事業の運営については、コロナ禍の中、利用者に安心してバスに乗車し

ていただくため、徹底した感染防止策を実施し、公共交通の維持に努めたところですが、新

型コロナウイルス感染症拡大の影響は大きく、事業収益が大幅な減少となりました。 

業務量については、乗合事業では、稼働バス台数は 17,464 台（前年度比 96.9％）、走行

キロ数は 2,645 千㎞（前年度比 94.7％）、輸送人員は 1,715 千人（前年度比 77.3％）となりま

した。 

一方、貸切事業では、稼働バス台数は 778 台（前年度比 75.4％）、走行キロ数は 53 千

㎞（前年度比 42.6％）、輸送人員は 16 千人（前年度比 43.2％）となりました。 

経営成績については、事業収益は 823,895 千円に、事業費用は 882,502 千円となり、収

支差引の結果、当年度純損失は 58,607 千円に、また、当年度未処理欠損金は 22,238 千

円となりました。 

資本的収支については、収入は、固定資産売却代金で 473 千円、支出は、路線バス 3 台

の新車購入費用及び企業債償還金等で 81,833 千円となり、差引不足額 81,360 千円は、当

年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額 3,176 千円及び過年度分損益勘定留保

資金 78,184 千円で補てんしました。 

以上が令和２年度の概況であります。 

新型コロナウイルス感染症の影響により、利用者が激減したことに加え、終息後の生活スタ

イルも変化していくと考えられ、交通事業は、さらに厳しい経営環境を迎えることになると予測

されますが、「宇部市営旅客自動車運送事業審議会」から、「バス事業のあり方と運営の最適

化」について答申された内容を尊重しながら、長期的な視点に立った経営戦略に沿って、引

き続き、安心・安全で便利な地域公共交通の形成に取り組むとともに、ＩＣカードの導入など利

便性の向上に取り組み、利用促進による収益力を強化することで、経営の安定化を図ります。 
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